
令和４年度第１回釜石市地域包括支援センター運営協議会議事録 

 

(１)令和３年度釜石市地域包括支援センター事業実施報告について（報告：事務局） 

【質疑応答】 

〇包括的支援事業の総合相談業務について、令和２年度の相談件数が 4,257 件、令和３年度の相談

件数が 3,203 件とその差が 1,000 件ほどあるが、何か原因があるのか。職員の不足や困難なケース

が多いため、受けきれない相談等があるのか。（協議会委員） 

➡相談内容については、当市では一人暮らしの高齢者が増加傾向にあるため、困難事例が増えてい

ると実感している。また、令和２年度は新型コロナウイルスのワクチン予約や病院受診についての

相談等があったため件数が増えたのだと思われる。(事務局) 

 

〇虐待認定件数の３件について、どのような対応を行ったのか。(運営協議会委員) 

➡虐待と認定した３件について通報・相談先は、２件がケアマネ、１件が警察となっている。また、

３件のうち２件で高齢者と養護者の分離を行っている。具体的にはケアマネや高齢者施設担当者等

と連携し、高齢者の入所先を確保したというものになっている。(事務局) 

 

 (２)令和４年度釜石市地域包括支援センター事業計画と運営体制について（説明：事務局） 

【質疑応答】 

〇職員体制について、人員は充足しているのか。業務が立て込んでいるのであれば、他の部署から

の応援等はないのか。(協議会委員) 

➡人員配置については、計画的に進めていく必要を感じている。保健師、介護支援専門員、社会福祉

士の配置を進めていきたい。(事務局) 

〇100 歳体操以外のケア会議等でもそうであるが、もし協力が必要であればリハビリテーション療

法士会や他の職能団体についても同じ気持ちであると認識している。声をかけていただければと思

う。(協議会委員) 

➡人員が行き届かない場合、是非協力をお願いしたい。また、保健師及び介護支援専門員等の採用

については、募集を継続していきたい。(事務局) 

➡今年度の事業全体に言えることであるが、昨年度は、事業実施報告のとおりコロナの影響で実施

回数が少ない事業があった。今年度はワクチンの３回目接種が終了し、現在は県の緊急事態宣言も

解除となっている状況であることから、事業の実施回数を増やしていきたい。(事務局) 

 

〇先ほどの職員体制の質問に関しての補足となるが、人員配置の望ましい基準に達していない部分

は保健師で補うという認識でよろしいのか。(協議会委員) 

➡３職種(保健師、主任ケアマネ、社会福祉士)については、当市の人口からすると３人ずつ配置し

なければならないことになるが、当市の場合は市内８つの地区生活応援センター(以下、「応援セン

ター」)に保健師が配置されている。応援センターは地域包括支援センターのサブセンターとしての

業務を担っているため、応援センターの保健師は地域包括支援センターの兼務職員となっているこ

とから、現状は保健師で補うという体制となっている。当面はこの状況が続くと思われる。(事務局) 

 

(３)認知症初期集中支援チームの活動（活動報告・計画）について（報告：事務局） 

【質疑応答】 



〇認知症初期集中支援チーム(以下、「チーム」)にはピンポイントで相談が寄せられることがあるか。

（協議会委員） 

➡応援センターで対応が可能であれば、そのまま受診や介護申請につなぐ場合もあるが、家族が日々

の生活の中で困り感があったり、病院受診に困難を感じていたりする場合は、チームとして対応し

ている。(事務局) 

 

〇質問ではないが、社会福祉協議会(以下、「社協」)から住民の方で心配な方が居る場合、地域包括

支援センターへ情報提供を行うとスピーディーに対応をしていただいていることに感謝する。社協

では、生活支援コーディネーター事業、配食サービス事業、ふれあい活き活きサロン等、様々な事業

で地域住民とのネットワークがある。その中で認知症のトラブルと思われる案件が報告されてきた

場合は、これからも連携して対応していただければと思う。(協議会委員) 

➡ありがとうございます。(事務局) 


